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研究成果の概要（和文）：Finn（2007）の治療的アセスメントは「クライエントが自分自身についてより深く理
解し、抱えている根深い問題の解決を支援するために心理アセスメントを活用する」新しいパラダイムである。
わが国での心理的支援をより充実させるために、①効果研究による臨床的有効性の検証、②グッド・プラクティ
スによる実践の促進、③医療・教育・司法領域など各施設の実際に合わせた手続きの最適化、④クライエントと
査定者の関係性へ影響を与える社会文化的要因の検討を行った。EXPスケール（池見ら, 1986）などを用いた数
量的・質的分析や複数の事例研究を重ねた。また「PFスタディによるアセスメント介入セッション」等を開発し
た。

研究成果の概要（英文）：Therapeutic Assessment(Finn, 2007) is a new paradigm in which psychological 
testing is used to help people understand themselves better and find solutions to their persistent 
problems. In order to enhance clinical practice in Japan, the following four issues were examined: 
(1) verification of clinical effectiveness through eｍpirical research, (2) promotion through good 
practice, (3) optimization of procedures to suit the actual needs of each facility, including 
medical, educational, and judicial fields, and (4) cultural factors that affect the relationship 
between clients and assessors. As a result of quantitative and qualitative analysis using the EXP 
scale (Ikemi et al., 1986) and other instruments, as well as multiple case studies, its 
effectiveness has been confirmed. Also "Assessment Intervention Session by PF Study” was developed.

研究分野： 臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医療、教育、司法など各領域で治療的アセスメントの効果研究と事例研究を重ねることで、本邦においてもその
有効性が確認された。心理検査を用いた心理的アセスメントは、単にクライエントの症状や心理的問題を評価す
るだけでなく、より具体的で人間性（Humanity）を大切にした支援につなげることができる。今後、協働的/治
療的アセスメントの導入がわが国でもより容易になり、幅広く国民の精神的健康や自分自身にあった生き方を見
つける手立てとなると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 Finn（2007）による治療的アセスメント（TA; Therapeutic Assessment）は、心理アセスメ
ントと心理療法の統合を志向する実践的なモデルである。「クライエントが自分自身についてよ
り深く理解し、抱えている根深い問題の解決を支援するために心理アセスメントを活用する」目
的を持った新しいパラダイムであり、その方法も定式化されている。具体的には、性格検査、知
能検査、そして症状評価尺度など様々な心理検査の結果について話し合う一連の手続きを指し、
発祥の米国ばかりでなく各国で関連した実証的研究が活発になってきている。また臨床的有効
性（efficacy）について Poston and Hanson（2010）は「治療的な介入を含んだ心理アセスメン
トの論文 17 編を対象にしたメタ分析」の効果量 d=.423（中程度の臨床効果）と報告し、従来の
アセスメントにとらわれている査定者はクライエントが変化する機会を見逃しており、故にこ
の新しいモデルが大学院での教育・研修プログラムに含まれるべきであると結論している。 
 
２．研究の目的 
 しかしながらこの実践と研究に対する、臨床心理士・精神科医師など専門職からのコメントや
クライエントから声により判明したことでもあるが、本邦へ治療的アセスメントを導入するた
めには、以下の 4 点を検討する必要がある。 
 
①. 効果研究による臨床的有効性の検証：治療的アセスメント（Finn, 2007）の「まとめと話し

合いのセッション」におけるクライエントの体験を明らかにし、心理療法としての実証的知
見を提示する。自己概念の変化、そして適応の向上などを明確にする。同じく治療的アセス
メントの「初回面接」を参考に心理面接を行い、ウェアラブルデバイスやビデオカメラを用
いた客観的指標（心拍・表情・音声）とクライエントの主観的体験の関連を探る。 

②. グッド・プラクティスによる実践の促進：臨床的効果を挙げた事例の詳細なプロセス研究を
行うことで、治療的アセスメントの各ステップの特徴とアセスメント/介入の具体例を提示
し、この方法の普及をはかる 

③. 医療・教育・司法領域など各施設の実際に合わせた手続きの最適化：組織で勤務することの
多い本邦の心理士がより短期間で実施できるような工夫、教育における特別支援教育に関
連したアセスメントと保護者・教師へのフィードバック方法、そして司法における立ち直り
支援を意識した手続きの最適化を行い、各領域で導入するための試行モデルを提示する 

④. クライエントと査定者の関係性へ影響を与える社会文化的要因の検討：各国で導入されて
いることからもわかるように治療的アセスメントは普遍的性質を持つが、それでもなおク
ライエントと査定者の関係性、家族の捉え方、そして教育と訓練のシステム等には社会文化
的要因の影響が現れる。それらの要因を明確にする 
 

これらにより治療的アセスメントをわが国に導入するための課題を明らかにし、その対応策
を提示したい。近年、治療的アセスメントは不安・抑うつ等の症状軽減ばかりでなく、治療への
コンプライアンスの向上、子どもと家族の関係改善など、様々な効果を挙げている。しかしなが
ら情報収集を目的とした心理アセスメントが実施されることの多いわが国への導入はこれから
である。実証的知見をまとめ、心理学的支援に直結した対応策を提示し、国民の精神的健康に寄
与することを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 上述の①〜④に合わせた行動計画を策定し、データ収集、分析、学会発表、論文執筆を行った。
それぞれの方法を以下に記載する。 
 
①. 効果研究による臨床的有効性の検証：精神科外来を中心とする 5 事例の「まとめと話し合

いのセッション（とその録音/逐語記録）」を対象に、EXP スケール（池見ら, 1986）、AQ-2
（Finn et al., 1994）、SEQ-5（Stiles et al., 2002）を用いた数量的・質的分析を行った（橋
本・坂中・久蔵, 2018）。また新たな試みとして、ウェアラブエルデバイスとビデオカメラ
による測定と記録（心拍・表情・音声）をしながら、治療的アセスメントの「初回面接」を
参考にした 5 分間の心理面接を大学生 2 名に行い、その後、対人プロセス想起法（Kagan 
& Schauble, 1969; 高山, 2017）による振り返り面接を実施した（森田・橋本・神原, 2021 
/ 橋本・森田・神原, 2021）。 

②. グッド・プラクティスによる実践の促進：短期に改善した慢性疼痛の事例（Hashimoto, 2017）
における治療的アセスメントの各ステップ（「初回面接」「標準化された検査の実施」「アセ
スメント介入セッション」「まとめと話し合いのセッション」「文書によるフィードバック」
「フォローアップ・セッション」）を詳細に検討した。また協働的/治療的アセスメントとナ
ラティヴ・セラピーの関連について理論的展望を行い、PF スタディによるアセスメント介
入技法を開発した（田澤・橋本, 2018）。「標準化されたテストとしてのロールシャッハ法」



「アセスメント介入セッションにおけるロールシャッハ法の活用」という 2つの視点から、
複雑性悲嘆などいくつかの事例を分析した（橋本, 2021）。心理査定の誤りについて「情報
収集の誤り」「クライエントと査定者の関係性の誤り」があると捉え、その両者を詳細に検
討した（橋本, 2019）。 

③. 医療・教育・司法領域など各施設の実際に合わせた手続きの最適化：非行の 27 事例をもと
に、警察少年サポートセンターにおける一回型の協働的/治療的アセスメントの実践を検討
した（橋本, 2021; Hashimoto ,2021）。また教育領域ではチーム学校と心理的アセスメント
の関連を整理し、治療的アセスメントによるコンサルテーションのあり方を考察した（橋本, 
2020）。 

④. クライエントと査定者の関係性へ影響を与える社会文化的要因の検討：海外からの子ども
と家族の事例について、社会的文化的要因や言語的要因を考慮した治療的アセスメントの
実践を検討した（田澤・橋本, 2018）。「関与しながらの観察（Sullivan, 1954）」と心理的ア
セスメントの関連について、協働的/治療的アセスメントの理論と技法をもとに考察した。 

 
４．研究成果 
 治療的アセスメントの効果研究と事例研究を重ねることで、本邦においてもその有効性が確
認された。「２.研究の目的」「３.研究の方法」と同様に、以下の①〜④に分けて主要な研究成果
を提示する。 
 
①. 効果研究による臨床的有効性の検証： 
橋本・坂中・久蔵（2018）の 5 事例（表 1）より、EXP スケールの Mode 値は段階 3 から段

階 6 に分布し、Peak 値は段階 6 が多かったが 1 事例のみ段階 7 も認められ、心理療法としての
有効性が認められた（表 2）。参考値ではあるが AQ-2 と SEQ-5 からは、Cl の高い満足度が示さ
れた。セッション内における EXP 値の時間的推移は認められなかった。EXP スケールの各段階
における Cl の発言内容を検討したところ、自己探索、フェルトセンスの形成、そして新たなナ
ラティヴの生成といった重要な体験が生じており、Th が Cl との関わりを把握する指標となる
ことが示唆された（表 3）。 
 ウェアラブルデバイスとビデオカメラを用いた橋本・森田・神原（2021）では、心拍（RRI / 
CvRR）の傾きの変化に注目し「そこで何を考えていたか/感じていたか」を尋ねたところ、5 分
間の心理面接だけではわからなかった、各指標の推移と関連した主観的な体験を被検者は明確
に語ることができた。さらに図式化された各指標は、内面の緊張−弛緩の感覚を理解/セルフモニ
タリングするきっかけとなっており、ある被検者は「身体が（こころを）教えてくれるんですね」
と語った。この研究については、2022 年度以降も継続してデータを集めている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②. グッド・プラクティスによる実践の促進： 
 慢性疼痛の事例（Hashimoto, 2017）での心理的アセスメントへの満足度は高く、IES-R は 33
点（Cut-off の 25 点以上）から 18 点（正常域）、BDI-Ⅱは 22 点（中等度）から 9 点（正常域）
に低下していた。主観的な痛みも消失し、クライエントは「面接室でいろんなことを話せたから
痛みが減ったのではないだろうか。もうしばらく、こころの虫干しに来ます」と治療的アセスメ
ント終了後に語った。 
 田澤・橋本（2018）では、ナラティブ・セラピーを援用した「PF スタディによるアセスメン
ト介入セッション」を開発した。これは正規の標準化された方法で PF スタディを実施した後、
クライエントが抱えている問題やアセスメントの問いと関連しそうな場面を取り上げ、例えば
「『相手に対して怒る』ことが一般的な場面で、謝ってしまっている。普段とは違ったやり方か
もしれませんが、相手に対して強気に出たり、反論する方向でまた新しい別の答えを書いてみて
ください」などと介入する技法である。クライエントは PF スタディの記録用紙に「最初とは違
った、また別のオプションとしての答え」つまりオルタナティヴ・ストーリーを記し、さらにロ
ールプレイを査定者とともにすることで、新たな自分に気づく。例えば以下のような場面が介入
の対象となる。 
 
・ GCR 評定がマイナス（-）、あるいは 1/2 の場面 
・ ±1 標準偏差を超えたコードが評定された場面 
・ 短すぎる反応（「何で？」「嫌だな」「別に」など） 
・ 評定不能で、U とコードされた場面 



 
 
③. 医療・教育・司法領域など各施設の実際に合わせた手続きの最適化： 
 表 4 は、非行の 27 事例をもとに警察少年サポートセンターにおける一回型の協働的/治療的
アセスメントの実践を検討したものである（橋本, 2021; Hashimoto ,2021）。司法・犯罪領域の
心理的アセスメントでは、必ずしも対象者（ここでは非行少年）が心理検査を望んでいるわけで
はないことも多いが、そういったクライエントとの超短期型の協働的/治療的アセスメントとし
て開発した。「アセスメントの問いを立てる」「標準化された検査を実施する」「アセスメント介
入でこれまでとは違った対処を試みる」「フィードバック面接を行う」「わかりやすい報告書を作
成する」という治療的アセスメントの骨組みを、およそ 2時間半から 3時間の面接で行うという
手続きで、組織で勤務することの多い本邦の心理士に合わせた流れである。 
 

 
 
④. クライエントと査定者の関係性へ影響を与える社会文化的要因の検討： 
 事例「二つの文化と言語を生きる、子どもと家族のナラティブ-白い紙粘土と緑の油粘土-」（橋
本, 2018）で、子どもの問題行動の背後には「両親による養育態度」「中国語と日本語という二
つの言語を用いる家族内コミュニケーション」「中国と日本という異なった文化的背景」などの
要因があると整理した。社会文化的要因の強い事例では、査定者が単にクライエントを評価する
ことは時に自身の無自覚なバイアスにより脅威となりうる。だからこそ、査定者もクライエント
の物語の登場人物になることを認識しておく必要があると考えられる。 
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